
露語初級文法覚書1

はじめに

　ロシア語の学習を志すものにとって、先ず手にしなければならないものは、いうまでも

なく入門書である。本邦に於いては従来八杉先生の名著が知られているが、このような初

歩の文法書が次々と世に問われるに至ったのは比較的近年の現象であり、斯学の隆盛を象

徴するものとして、誠に慶ばしいことである。このような傾向は、私にとっても、特別な

意味をもっていた。複数の文法書の出現はこれらの文法書相互の比較を可能ならしめ、し

かも、そこに看取される叙述或いは教材の異同が、単なる技術的な平面に於いて処理さる

可きものでなく、ロシア語へのアプローチの態度、言語観といった原則的なものと深く関

わりあっていることに気づいたからである。このことは、我々にとって「初歩的」なもの

であり、既に自明と思われている事柄についても、再度深く省る機会を与えて呉れるもの

であった。

　ここでは、このような反省の上に、「初歩的1な文法現象について若干気のっいた事を羅

列してみたいと思う。従って、叙述全体に体系性が存在するというようなものではない。

L　e／oの交替とウムラウト壱について

　ロシア語においては周知のように硬母音と軟母音の相対立する二系列がある。これは形

態論の面において重大な意義を有して居り、厳密にはmorphophonologiqueな対立であ

るが・音声学的にも軟母音は団を第一要素とする複合音であり・a遭口a］，y－m　O司のよ

うに田を有しない硬母音と対応している。

　しかし乍らo：e（lo1：0el）の対立のみは音声学的には質の対立［o］：［e1をも含み、著

るしく系の斉一性を損なっている。音声学的に言うならば［o］に対立する軟母音は臼01に

と書かれる）であり、Oe】に対立する硬母音は回（∂と書かれる）でなければならないから

である。今活字の都合を考えてe口elをe、∂をE、もを6、eの長音及び短音を示す場

合には6およびe、§口o］は芭と転写する事にする。

　このうちEはスレズネフスキーによれば班に十四世紀にその用例が見出されるという

が、主として外来音を写す必要から用いられるものであって、比較的新しいものである。

ロシア語本来の語では、Etot、俗語Etak等の極めて限られた語彙に用いられるに過ぎず、

それも強調が本来の機能であったと考えられる（cf　A，Vaillant，（｝ramm加re　compare6

des1＆ngues　slaves，t．2，part．2，p．388）。したがってこれは形態論的には、何等の意義

1『水門』　6号　昭和40（1965）年1月　1－10頁。
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をも有していない。

　oとeの交替はスラヴ共通語期にio＞eの変化が生じたことに起因するとされている

（砿A，V田llant，op。cf孟．，p．109）。例えば＊m6st伊m＞m6sto：＊mor条住m＞more。

　しかし乍ら、これは必ずしも単純な過程をたどって生じたものではないように思われる。

語末において＊nebhos〉nebo，＊kle翼os＞slovoのように＊一〇sは一〇となったが、男性

名詞o語幹一〇sは翼となった。逆に＊一〇nはsL鎮，lit。博，gL　t6nのように嬰を生ず

べきであるにも拘らず、中性＊一〇nは一〇となった。同様にして＊一1ρs＞j真，＊一主on＞jeが

生じた。諸家はここから中性一〇は男性名詞との混同を避ける為に、代名詞中性＊一〇d〉6

を借用したと説明しているが、何れにもせよここには音韻法則に抗して異った結果を生み

出そうとする書語の「主体的」な運動が看取されるのである。

　この外・eには勿論印欧語本来の・＊eに来源を有するものもあった。例えばsl．berete，

gL　ph6rete，skL　bharatha，got．bairi）（A。Meillet，Le　slave　commun，Paris1934，

p・48）がこれである・又後には印欧語の二＞sL主・即ち所謂jery（L）に来源を有するもの

がこれに加わって来る。

　以上に加えて現代ロシア語においては6とeの混同が行われた結果eには6に来源を

有するものも含まれている。6はi．e．㌔、及び＊一〇i，＊一aiに来由するものである。

　例えば

　
し
　

一
e
a

＊
＊

＊oi

lat。Semen，lit．S6menS，lett．Set，Sl．S6me
　　　　　　　　　　　　　　　　　（
1at・laevus，gr・laiw6s，sLlev翼lgLd諭く

（＊daiW6r），lalt。16Vir（＜1aevir），lit。dieve疽S，

sl．d6veri

gL　loip6s，lit。at－laikas，sL　ot冥一16k翼

　　うgr．WOlda，90t．Wait，V．SL　v6d6

　この6は、メイエも指摘しているように、アクセントをとっても6にはならないが

（A。Meille七，op．dt。，p．152＆seq、）、これが語尾に用いられている場合について、若干

検討してみよう。

　先ず6を使用するものとして、男性及び中性o語幹名詞の所格（前置格）単数が

ある。これは幹形成母音一〇一に所格の語尾一i一を加えて成った＊一〇iに来由している

（A．Vaillant，op．cf右，，t．2，paτt．1，p。30）。これに対応する軟語尾は＊一主oi＞三iであ

るはず（c五sL＊mg40i：mg2i）であるが、ロシア語では硬語尾の6が一般化した

（A．V飢llant，op，cfむ、，t，1，paτt，1，p．51）。

　古いU語幹の単数所格一u（e．g，synu）が6に代置されたのは、歴史時代に入ってから

であるが、これもo語幹名詞からの借用にすぎない。

　A語幹所格単数は＊一a＋＊一i＞＊一盃（cf　lat，Romae〈Romai）〉6であり、軟語尾

は＊一二a－i＞三iであるが（cf　glav6：du醐、ロシア語では硬語尾が一般化した（A。V田llant，
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OP．c琵，，t．2，part．2，P．79＆seq，）。

　与格単数の場合も同様である。＊一a＋＊ei＞＊一ai（gr。一盃，6i，skL　d）＞6，＊一孟ai〉主i。

このhも6に代置された。

　これに対して代名詞の場合は孟iの6による置換は行われず、6／iの交替が保存された。

　例えば指示代名詞頓（複数生格＊toi典n＞t6x翼，所格＊toi脚＞t6x莫，造格＊toimis〉

t6mi，与格＊toi－mus＞＊t6m只）に対してna忌ix翼，na勇im翼，na5i叫etc．

　これらの6は後舌母音を第一要素とする二重母音＊ai，＊oiから発生したものであるから

硬子音と結合するを得たのであり、いわばr硬子音」の6とでもいうべきものであるが、

スラヴ語においては、「軟母音」の6というべきものも存在している。

　その一は一ia＞6の変化によって生じたものであって、aと対立している。例えばA語

幹名詞glavaに対して、zeml6。この6はやがて一jaに変化し、本来の交替の斉一性を回

復した。同様にして複数与格zeml6m翼→zemljam奨、造格zeml6mi→zemljami、所格

zeml6x奨→zemlj誠翼etC・

　その二は＊一孟ons＞6の変化によるものである。＊一〇nsはスラヴ語全体にわたって一yと

なった（複数対格bogy，pL　deiwans，lit，diev血s）のに対し、＊一主onsはスラヴ語南方群で

はe、北方群では6となった。例えば南方群に属する古スラヴ語mo2eに対し北方群に属
　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　て

するロシア語はmu26（く＊monglρns）が対応する。

　これと完全に並行しているのは、＊一ans＞y：＊一垣ns＞¢（南方群）、6（北方群）の場合

である。例えばglavyに対してsL　d曲¢｝L　du説＜＊dhe翼s典ns。

　以上の二っは共に一玉に依って代替せられ、硬語尾一yに対して斉一的な対応を回復した。

　印欧語の㌔に来由するものは、その本性からしてr軟母音」の6であるが、これは語

尾に現われない。

　これらをまとめると次のようになる。

》
e

a

y

》
e
》
e
a
y

／
＼
↓
↓

・
－
　
》
e
V
e

e　　→　　e

i　　→　　e

a。
」
。
－

e（名詞）

i（代名詞）

　以上から明らかなように、軟母音6は何れも消滅し、「硬母音」の6のみが一般化した

のである。一方印欧語のeに来源を有するものは、古くから前舌母音であり、従って硬母

音の結合する事はない。また一主o＞eの変化に依って生じたeも、その成立からして常に

「軟母音」のeであると考えられるから、現代ロシア語においては、硬子音と結合するe

及ぴこれと対応するe（e．g．sもol歪：prij6tel旦）は、語源を考えるまでもなく、6に来由す

ると判定することを得る。

　6は歴史的にeから発生したものであって、初めはr本来的に」軟い子音の後に立ち語

末あるいは硬母音に先行する位置に於いて、変化が生じた。例えば善Opot〈菖opot，鶯ny，
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66myj等がこれである。（即ちき，乞，6，c，j＋e＋硬子音）。やがてこれがr位置によって」

軟い子音のあとにも生じるようになった。例えばsるstry，16d，oz6ra等。この変化は諸家に

よって認められているように、オーカニエ（即ちアクセントを有しない0をlolと発音す

る現象）を有する方言においては、例えぱ、s616，p6k丘のように、アクセントを有するか

否かに拘らず行われたのに反し・アーカニエ（アクセントを有しないoを團と発音する

現象）を有する方言、並びにこれに属する標準語においては、アクセントを有する場合に

限られていた。これは、ヴァイアン等の主張するように、アーカニエを有する場合には、

アクセントのない位置ではoの音声が存在しないことによるのであろう。

　このような条件を満した場合e＞6の変化は例外なく行われたと考えられるが、現代ロ

シア語に於いては、結果は必ずしも単純ではない。

　例えばt6tja，nes6te，na　ber◎zeのように軟子音の前においてもるが認められる場合

がある。チェルヌィフは等はこれをtδtka，nes6t，ber6za等の形態論的類推によるもので

あると説明している（H，且．qePHHX，πomop％％εcκωr2ρα潮踊α㎜償αp“ccκ020∬錨κα，

M．1954，p，129）。

　逆に菖661ka，66stnyj等は、夫々営661’，こ6st’の類推に依って、eとはならなかった（1bfd。）。

　またる，菖，2はやがてr硬音化」するが、この場合はこの硬音化が極めて遅く、e＞6の

変化が既に完了していた為、この子音の前では6が認められない。これに反し菖，2の場

合硬音化は比較的早く、大部分は6に移行するが、なおprome2，6e菖etのように、e＞6

の変化の認められないものも存在し、その条件を定めるのは困難である。

　更に教会スラヴ語その他の借用語の場合、この変化は生じない。教会スラヴ語起源の語は

アルカイズム、あるいは雅語と感じられるところから、e〉6の変化の欠如はr高い文体」

に属する語と感じられる傾きを示すようにもなる。即ち文体論的な効果を有するようにな

るのである。よく引用されるように、プーシキン等にこの実例はしばしぱ見出される。例

えばGlj謡u　l’na　dub　uedinn墜myj（Pere2iv6t　moj　vek　mbv釦nyj）；Na　xolmax　p船ki，

prismirgv，／Prervaユi　svoj　golodnyj　rgvl　I　posmejat7sja　koj　o逸m（＿me勇du　tgm，）等

（cfqep盟x，QP。cfむ、，P．131）。

　このような文体的な使用はしばらく措くとしても、以上述べた事からすれば、e／6の交

替にっいて、共時的な立場から、何等かの法則を見出すことは、殆ど不可能に近い事であ

るようにも、思われる。

　しかし乍ら今問題を語尾に限定すれば、事情が余程変ってくると思われる（問題を語尾

に局限する事は、硬軟両母音の対応が正書法の場合を除外すれぱ、「文法的」な対応であ

るという事によって充分な根拠を有している。語幹においては硬軟両母音は若干の特殊な

場合を除いて規則的な対応を示さないばかりでなく、語彙論の範疇に属するものと考えら

れるからである）。

　語尾と語幹を区別することによって、先ず外来語の影響を除外する事ができる。ロシ

ア語に於いては、例えば英語における£ocus－foci，datum－data，oasis－oasesの如き所謂
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fbreign　declentionは存在しないからである。また所謂「出没母音j　beglyj　zvukも、語尾

と密接な連関を有しはするが、語幹内部の所謂intemal　changeとして一応除外すること

を得る。

　以上の限定をつけた上で、e＞6の変化を考察すれば、そこに極めて興味ある傾向が存在

する事に気付く。e／6の対立はo／eの対立と極めて密接な連関を有しているのである。

　ロシア語の中性名詞主・対格における0／eの対立をもたらした＊一〇m＞o，＊一ipm〉e

の変化が必ずしも単純な音韻の変化によって招来せられたものではない事は、既に述べた

通りである。このことは、他の場合に於ける0／eの対立に関しても、言うことができる。

　以下若干これについて述べてみよう。

　0語幹男性及び中性名詞単数造格の語尾は、一〇叫であり、南方群ではこの語尾が継承さ

れたが、ロシア語ではU語幹名詞と混同され、一巽m裏が一般化し、やがて一〇mとなった。

同様に軟変化名詞の場合にも、ロシア語では1語幹と混同され、その語尾imi＞emが一

般化した。

　複数生格においてはu語幹名詞の語尾一〇v翼く＊一〇翼onがo語幹に一般化した（『ロ

シヤ文学会会報』第7号昭和39（1964）年所載拙稿参照）。軟語幹一兵u一はスラヴ語では消

滅した（c五1比kar飢ius〉が、その語尾一（二）ev嬰は、母音幹の男性名詞に残っている（e．g．

tr哉mv勾ev）。

　これに対し、子音幹男性名詞に広く一般化している一ejは1語幹名詞の複数生格s1．一ii

く＊一蝋く＊一無ouの借用によるものであり、従って一〇v／－evとは異って一ejは対応する硬

語尾を有していない。

　A語幹名詞の単数造格は、代名詞の変化語尾の借用と言われ（A．V寵llant，op．cfむ．，t．

2，paどt．1，p。82）るが、これは女性語幹＊一aj。に造格語尾＊一anを加えたもの＊一ajan＞

一〇jg＞oju（一〇j）である。、これに対する軟語尾は＊一（ユ）aj－an＞ejである。

　形容詞長語尾の場合は、スラヴ語と最も近い親近関係を有するリトワニア語において

短語尾形男・短・主g6ras，対g6聡，生g6ro　etc。に対して長語尾形は夫々gerasis，g色rgj1，

g6rojoというように、短語尾形にjisを加えて成ったものである事が、極めて透明な形で

見出されているところから、スラヴ語においても、同様の手続きによって、長語尾形が成

立したと考えられている。細部にわたっでは、未だ充分に明らかでない点もあるが、この

考えは正しいものであると思われる。

　この仮定に従えば、男・中性単数形の場合は、硬変化はnova庁jego＞novogo、軟変化は

gor裏nja→ego＞gomegoというように・縮約によってo／eが成立する。同様に与一u－jemu

＞一〇mu：→u－jemu＞emu、所一6－jem柔＞一〇m：一ijem＞一em、中・主一〇→e〉oe：一eje＞一ee、

女・生一y寸g＞一〇j：一i－jβ〉一ej、所一6－i＞一〇」：一ji－i＞一ej、与一6－i＞一〇j：ji－i＞一ejとい

うようになる。

　これらを通覧すれば、このような縮約は、必ずしも純粋に音声学的見地からのみなされ

たものではないことは、明らかであろう。一般にロシア語においては、o及びeは、その
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来源に拘らず、互に相対立するものとして、体系化されようとする、所謂Systemzwang

“が極めて強いと思われるのである。

　アクセントの下においてeが芭となる現象も、この0／eの対立の下に、自己を体系化

しようとしていると見られる。即ちo／eの対立の存在する場合、その対立の一方である

eはアクセントをとれば6となるのである。若しこのような対立が存在しない場合eは

その来源に拘らずδとはならない。o／eの対立を構成しない複数生格語尾一ejが、アク

セントをとってもOとはならない6に起源を有するものではなく、理論的に芭となり得

る筈であるにも拘らず一6jに留まっているのも、正にこの故と考えられよう。これに対し

o／eの対立を有する女性単数造格の一ejは、アクセントをとれば自動的に一芭jとなる（e，g．

zem1芭」：2enoj）。

　以上からアクセントをとってるとなりうるものをe1、なり得ないものをe2とすれば、

硬軟両母音に対応表において

　　　　　　　　　硬母音　a　．．．．．．　o　　　　e2

　　　　　　　　　軟母音　ja　．．．．．．　el　　　e2

となる修正を施すことが必要であるように思われる。かくする事に依って何等語源的知識

を有しない初学者といえども、何れの格形がアクセントをとって◎となるかを直ちに知る

ことができる。これを仮に「ウムラウトの法則」と呼ぶことにする。

　　　　　　ハII．5，2，6，配及びCの硬軟について

　　　　　　　　　パ　これは首と2，こと配及びcに分たれる。

　菖と乞は現代ロシア語に於いては硬子音に属すると言われている。（AE　CCCP，

砂ακノ協αη葛秘鴬αP9｛：cκozo∬3配καフ1960，T。　1，P．52．CorπacHHe翫，工旺，耳，HB」1∬K》TcH　B

pyccKoM五HTepaTypHoM　H3HKe　TBep耶IMH＿＿）。これらの営及び乞（及びc）が何

故硬子音と見なされるかについての根拠は明らかにされていないが、他の所で例えば「軟

　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　ハ音言’及び2’はロシア語では長子音崩’及び2’ぎとしてのみ存在しうる」とあり、この発

音に際しては舌尖が反転しない（即ちretro且exでない）と説明されている（op。cfむ。，p．65）

こと、並びに例として菖6i，菖6edryj，菖66ki　etc．が挙げられている（説はモスクワ発音では

岡である）ことからすれぱ、専らその発音、即ち音声学的性質に依ってであると推断され

る。r軟い」乞’2’とr硬い」亟の問の動揺が見られる事を挙げ、VO27乞’iあるいはVO2勿の

両用の発音が存在すると述べている（op．c琵．，p．50）こともこれと符合する。cの場合も

同様に・して専らその音声学的特質によって硬子音と断じられているのである。

　蕊及び6が軟子音に属するというのも、ほぼ同様の根拠に依る。

　しかるに菖、乞を語幹末の子音とする名詞及び形容詞は、その変化形式において、蕊、こ

を語幹末の子音とする場合と同様に、明らかなる軟変化の徴条を示している。例えぱ、
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　形容詞の場合も同様に、例えばsv6勇一か，一ego，一emu，ガ，一jm，一em，一ee，一匂etc，

　語尾の一u，一a等は本来ju，j哉であると考えられる（cf　in丘a正字法規則）から・これら

は完全なる軟変化であり、蓉，2もまた軟子音とせねばならない。これを硬子音に属せしめ

るのは、音韻体系と音声学的事実（non－palatalized）という二つの相異る次元の混同である

と思われてならない。音韻体系としての硬軟と、その音韻の実現である音声の硬軟との問

に食い違いのある著るしい例であると考えられるのである。

　cの場合はyと結合するという点で上述の四箇の音韻と異っているが、その変化形式を

見れぱ、やはり軟子音と考えないわけにはいかない。

　以上から上顎音は音韻として何れも軟子音であるとすべきである。

　歴史的にこれらの子音は何れも本来「軟いj子音であり、後に「硬子音化」したのであ

るが、このような二次的な「硬音化」の故に、形態論的に未だ「軟子音」として取扱われ

るとして、いささかも不自然ではない。実際若干の場合には、例えばgrab砿のように、乞

が音韻として硬子音と見なされるべき例も若干は見出される（e＞6は軟子音＋e＋硬子

音の場合にのみ認められるのが原則である）が、未だ散発的であって、充分強力なもので

はない。

III．正字法規則について

　ロシア語の正字法規則は、顎音g，k，x及び上顎音乞，菖，6，配はy，」＆，juと結合する事

ができず、これを夫々i，a，uに変えることになっている。

　しかし乍ら、上顎音の場合、以上に加えて6→o，i→yをこの規則に加えるべきであ

ると考えられる。このようにすれば、正字法の規則は次のようになる。
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　　　　　　　喉音　　9，k，x　　y，ja，ju　　→　i，a，U

　　　　　　　上顎音　菖，2，こ，配　y，ja，ju，6　→’　i，a，u，o

　　　　　　　上顎音　c　　　　i，ja，ju，6　→　yl　a，U，O

　このことの有する意味は、上述のウムラウトの規則と合せて、従来の所謂混合変化を正

則の軟変化から説明しうる事である。例えば、

　　　　noz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nOZ－1

　　　　noz－a＜一Ja　　　　　　　　　　nOZ－q

　　　　no2一丘くづu　　　　　　　　　no2遍㎞〈聯m
　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ　　ノ

　　　　noz　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nOZ－1

　　　　no2－6m＜一芭mく一61m　　　　　　』　　no乞一ami＜」氏mi
　　　　　サ　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　ノ　　　　　　　　　　ノ

　　　　nOZ－e＜一e2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nOZ－ax＜■ax

　　　　bol誉一（勾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bol営一（刃＜一萄＜一61j

　　　　bor菖一6go〈一6go＜一61go　　・　　　　　　　　bo1，菖一（刃u〈一旬u＜一61ju

　　　　bor菖一6muく一6muく一61mu

　　　　　　　　　　　xoro菖一6＜一6く一61

　　　　bol誉6mく一6mく一61m

　cの場合は

　　　　　　　otec　　　　　　　otc重
　　　　　　　otc－a＜づ6　　　　＊otc－6vく一壱v〈61v

　　　　　　　otc一丘くづ丘　　　　otcゑm＜jam

　　　　　　　otc－6＜一ja　　　　otc－6vく一◎v〈一61v

　　　　　　　otc－6m＜一6m＜一61m　　otc－6mi＜一jami

　　　　　　　otc－6　　　　　　0tc一激く一」激

　　　　　　　　　　　cf　palec，Pゑ1，cem，P組，cev

　及び

　　　　　kuc一力く一ij　　　　kuc－ee　　kuc－ajaく一jaja　　kuc－ye＜一ie

　　　　　kuc－ego　　　　　　　　　　　　　kuc一〔麺　　　　　　　　　kuc－yx＜一ix

　　　　　kuC－emU　　　　　kUC一句　　　　kUC－ym＜一重m
　　　　　kuc－yj＜一麺　　　　kuc－ee　　kuc－uju＜一juju　　kuc－ye＜一ie

　　　　　kuc－ymく一im　　　　　　kuc－eju　　　　　kuc－ymi＜一imi

　　　　　kuc－em　　　　　　　　　kuc一句　　　　　　kuc－yx〈一ix
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　即ち以上のような修正を正字法規則に加える事によって、名詞、形容詞の全般にわたっ

て存在する所謂混合変化を正則の軟変化語尾から推定することを可能ならしめ、初学者に

とっては特に煩雑なこの種の変化を事実上除去することができると思われるのである。


